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政策デザイン課

こども若者応援課

デジタル行政推進課
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長浜市未来創造会議開催要領 

 

（目的） 

第１条 長浜市総合計画をはじめとする市政全般にわたる総合的な計画（以下「総合計画

等」という。）の策定や総合計画等に基づく重要な取組の推進について、広く有識者や各

分野で活躍する者からの意見聴取を行うため、長浜市未来創造会議（以下「会議」とい

う。）を開催する。 

（意見等を求める事項） 

第２条 会議において意見又は助言を求める事項は、次のとおりとする。 

(1) 長浜市総合計画の策定及び推進に関する事項 

(2) 長浜市まち･ひと･しごと創生総合戦略の策定及び推進に関する事項 

(3) 長浜市過疎地域持続的発展計画の策定及び推進に関する事項 

(4) 長浜市定住自立圏共生ビジョンの策定及び推進に関する事項 

(5) 前各号に掲げるもののほか、前条の目的を達成するために必要な事項 

（構成員） 

第３条 市長は、次に掲げる者のうちから、会議への参加を求めるものとする。この場合

において、参加者の性別構成は、男女いずれも参加者の総数の 10分の４以上とすること

に努めるものとする。 

(1) 学識経験を有する者 

(2) 総合計画等に掲げる重要な取組に関連する分野の関係者 

(3) その他市長が必要と認める者 

（座長及び副座長） 

第４条 会議に、座長及び副座長を置き、参加者の互選によって定める。 

２ 座長は、会議の進行をつかさどる。 

３ 副座長は、座長を補佐し、座長に事故があるとき、又は欠けたときは、その職務を代

理する。 

（運営） 

第５条 市長は、必要があると認めるときは、会議に関係者の出席を求め、その意見を聴

き、又は資料の提供を求めることができる。 

 （開催期間） 

第６条 会議の開催期間は、令和９年３月 31日までとする。 

（庶務） 

第７条 会議の庶務は、未来創造部政策デザイン課において処理する。 

（補則） 

第８条 この要領に定めるもののほか、会議に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要領は、令和５年４月１日から施行する。 
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本市の持続可能なまちづくりに向け、有識者や各分野でご活躍
の方から意見をいただく場として、「総合計画」「総合戦略」
「過疎計画」「共生ビジョン」共通の懇談会として設置する。

長浜市総合計画基本構想【H29-R8】
第3期基本計画【R5-R8】

○市民と行政が分かち合うことができる「めざすまちの
姿」を描き、これを実現していくためのまちづくりの
基本方針

○市の最上位計画として、施策の体系化と各分野別計画
の総合調整を果たしながら効果的な進捗管理を行うも
の

○特に「重点プロジェクト」について、若者が現在も、
将来も魅力を感じられるまちをつくることを基本的な
考え方として取組の検討を進めている

長浜市まち･ひと･しごと創生総合戦略
【R2-6】

○国の「地方創生」の考え方を踏まえ、本市における
「人口減少と経済縮小の克服」、「まち・ひと・しご
との創生と好循環の確立」を目指すもの

○その推進にあたっては、広く市民や有識者から意見を
きくこととされている

○令和4年12月に国が「デジタル田園都市国家構想総合
戦略」を新たに策定したことに伴い、R5年度は新た
な総合戦略の策定について検討を進めることとしてい
る

長浜市過疎地域持続的発展計画
【R3-R7】
○令和３年４月過疎法の制定に伴い、県が定める持続的
発展方針に基づき、議会の議決を経て地域の持続的発
展の基本的方針に関する事項、地域の持続的発展に関
する目標等について定めるもの

○対象地域は、旧虎姫町、木之本町、余呉町、西浅井町
区域

○地域における持続可能な地域社会の形成、地域資源等
を活用した地域活力の更なる向上を実現するために必
要な事業を行うこととしている。

長浜市定住自立圏共生ビジョン（第三期）
【R3-R7】

○国の「定住自立圏構想」（地方の生活圏域ごとに、圏
域内で役割を分担しながら生活機能を整備し、圏域全
体の活性化を図るという考え方）に基づき策定

○合併市の特例として、単独で圏域を形成
○本計画に位置付ける事業について、国から毎年約１億
程度の財政措置

○その推進にあたっては、関係者の意見を幅広く反映さ
せることとされている
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デジタル田園都市国家構想総合戦略の全体像
 テレワークの普及や地方移住への関心の高まりなど、社会情勢がこれまでとは大きく変化している中、今こそデジタルの力を活用して地方創生を加速化・深化
し、「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会」を目指す。

 東京圏への過度な一極集中の是正や多極化を図り、地方に住み働きながら、都会に匹敵する情報やサービスを利用できるようにすることで、地方の社会課題を
成長の原動力とし、地方から全国へとボトムアップの成長につなげていく。

 デジタル技術の活用は、その実証の段階から実装の段階に着実に移行しつつあり、デジタル実装に向けた各府省庁の施策の推進に加え、デジタル田園都市国家
構想交付金の活用等により、各地域の優良事例の横展開を加速化。

 これまでの地方創生の取組も、全国で取り組まれてきた中で蓄積された成果や知見に基づき、改善を加えながら推進していくことが重要。

● まち・ひと・しごと創生総合戦略を抜本的に改訂し、2023年度から2027年度までの５か年の新たな総合戦略を策定。デジタル田園都市国家構想基本方針で定めた取組の
方向性に沿って、各府省庁の施策の充実・具体化を図るとともに、KPIとロードマップ（工程表）を位置付け。

● 地方は、地域それぞれが抱える社会課題等を踏まえ、地域の個性や魅力を生かした地域ビジョンを再構築し、地方版総合戦略を改訂。地域ビジョン実現に向け、国は政府
一丸となって総合的・効果的に支援する観点から、必要な施策間の連携をこれまで以上に強化するとともに、同様の社会課題を抱える複数の地方公共団体が連携して、
効果的かつ効率的に課題解決に取り組むことができるよう、デジタルの力も活用した地域間連携の在り方や推進策を提示。

地域ビジョン実現を後押し
＜施策間連携の例＞ ＜地域間連携の例＞

関係府省庁の施策を取
りまとめ、地方にわか
りやすい形で提示

ワンストップ型相談体制の
構築や地方支分部局の活用
等による伴走型支援

モデルとなる地域
を選定し、選定地
域の評価・支援

他地域のモデルと
なる優良事例の周
知・共有、横展開

関連施策の取りまとめ 伴走型支援重点支援 優良事例の横展開
自治体間連携の枠組みにおける
デジタル活用の取組を促進

国が事業の採択や地域の選定
等を行う際に、地域間連携を
行う取組を評価・支援

地域間連携の優良事例を収集
し、メニューブック等を通じ
て広く周知・共有

デジタルを活用した取組の深化 重点支援 優良事例の横展開

総合戦略の基本的考え方

＜総合戦略のポイント＞

デジタルの力を活用した地方の社会課題解決
デジタルの力を活用して地方の社会課題解決に向けた取組を加速化・深化

教育DX、医療・介護分野DX、地域交通・インフラ・物流DX、まちづくり、文化・
スポーツ、防災・減災、国土強靱化の強化等、地域コミュニティ機能の維持・強化等

スタートアップ・エコシステムの確立、中小・中堅企業DX（キャッシュレス決済、シェアリングエコ
ノミー等）、スマート農林水産業・食品産業、観光DX、地方大学を核としたイノベーション創出 等

地方に仕事をつくる１

「転職なき移住」の推進、オンライン関係人口の創出・拡大、二地域居住等
の推進、地方大学・高校の魅力向上、女性や若者に選ばれる地域づくり 等

人の流れをつくる２

結婚・出産・子育ての支援、仕事と子育ての両立など子育てしやすい環境づくり、
こども政策におけるDX等のデジタル技術を活用した地域の様々な取組の推進 等

結婚・出産・子育ての希望をかなえる３

魅力的な地域をつくる４

デジタル実装の基礎条件整備
デジタル実装の前提となる取組を国が強力に推進

デジタル人材育成プラットフォームの構築、職業訓練のデジタル分野の重点化、
高等教育機関等におけるデジタル人材の育成、デジタル人材の地域への還流促進、
女性デジタル人材の育成・確保 等

デジタル推進委員の展開、デジタル共生社会の実現、経済的事情等に基づく
デジタルデバイドの是正、利用者視点でのサービスデザイン体制の確立 等

デジタル人材の育成・確保２

誰一人取り残されないための取組３

デジタル基盤の整備１

施策の方向

地
方
の
デ
ジ
タ
ル
実
装
を
下
支
え

地域ビジョンの実現に向けた施策間連携・地域間連携の推進
＜モデル地域ビジョンの例＞
スマートシティ
スーパーシティ スマートシティ

AiCT
（福島県会津若松市）

「デジ活」
中山間地域

脱炭素
先行地域

バイオマス発電所
稼働による新産業

の創出
（岡山県真庭市）

データを活用した
スマート農業の取組
（高知県・高知大学）

産学官
協創都市

自動運転バス
の運行

（茨城県境町）

地域交通の
リ・デザイン

医療機器装備の
移動診察車

（長野県伊那市）

遠隔医療

オンラインによる
遠隔合同授業

（鹿児島県三島村）

教育DX
＜重要施策分野の例＞

 SDGs未来都市 地域交通システムや
コミュニケーション
ロボットの活用
（宮城県石巻市）

こども政策

観光DX地方創生
テレワーク

空き蔵を活用した
サテライト

オフィスの整備
（福島県喜多方市）

観光アプリを活用
した混雑回避・
人流分散

（京都府京都市）

保健師等との
オンライン相談

（山梨県富士吉田市）

デジタルインフラの整備 、マイナンバーカードの普及促進・利活用拡大、データ連携基盤の
構築（デジタル社会実装基盤全国総合整備計画の策定等）、ICTの活用による持続可能性と利
便性の高い公共交通ネットワークの整備、エネルギーインフラのデジタル化 等

担い手減少に
対応した自動
草刈機の導入

地域防災力
の向上

GPS除雪管理
システムの導入
（山形県飯豊町）
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長浜市総合計画【国】デジタル田園都市国家構想総合戦略

【県】人口減少を見据えた未来へと幸せが続く滋賀総合戦略

めざすまちの姿 新たな感性を生かし みんなで未来を創るまち 長浜「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会」を目指す

(仮称)デジタル田園都市国家構想の実現に向けた
長浜市まち・ひと・しごと創生総合戦略

長浜市定住自立
圏共生ビジョン

長浜市過疎地域
持続的発展計画

各個別計画

実施計画 市が実施するすべての政策・施策を記載

まちづくりの重点プロジェクト

「長浜に暮らす若者が、現在も、将来も魅力を感じられるまちを創る」

多様で柔軟な
「働き方の創造」

プロジェクト

長浜に人を呼び込む
「活躍の場創出」

プロジェクト

子どもと若者を包括
的に応援する「未来
のこども育成」

プロジェクト

それぞれの地域が魅
力を高め合う「持続
的なまちづくり」

プロジェクト

① ② ③ ④

ＮＣＧｓ（ながはままちづくり目標）
重点プロジェクト４つを８つのゴールに細分化

地方に仕事をつくる①

人の流れをつくる

結婚・出産・子育ての
希望をかなえる

魅力的な地域をつくる

②

③

④

施策の方向 ４つの柱

■
デ
ジ
タ
ル
の
力
を
活
用
し
た

地
方
の
社
会
課
題
解
決

■
デ
ジ
タ
ル
実
装
の

基
礎
条
件
整
備

①デジタル
基盤の整備

②デジタル
人材の
育成・確保

③誰一人取り
残されない
ための取組

【市】

目標

基本的方向

具体的な施策

ビジョン「長浜に暮らす若者が、現在も、将来も魅力を感じられるまちを創る」の実現

それぞれ
柱立て

施策 人口減少対策を分野横断的に再構成して記載

① ② ③ ④

地方版総合戦略の体系図

【市】総合戦略の“基本的方向”は【国】総合戦略と【市】総合計画の
柱立てに合わせて設定することとします。 5
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（仮称）デジタル田園都市国家構想の実現に向けた長浜市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定

本市の地域ビジョン 長浜に暮らす若者が、現在も、将来も魅力を感じられるまちを創る

本市の多様な地域資源をはじめとする「長浜らしさ」を生かして、特に若者が安心して暮らし、働ける環境づく
りを図り、また、チャレンジし、活躍できる環境を長浜市に関わるすべての人でつくり上げていくことをめざす
とともに、SDGs（持続可能な開発目標）の実現モデルとなる取組に配慮しながら、人口が減少しても持続的なま
ちづくりを図り、「新たな感性を生かしみんなで未来を創るまち」の実現を目指す。

△京阪神や中京圏などの都市圏からの交通アクセスに優れている
△豊かで広大な市土により人が密集せず暮らすことが可能である
△自然や歴史文化が豊かである

持続的な低密度社会
脱炭素社会

・・・実現の可能性

▲人口は減少傾向で、少子高齢化の傾向
▲特に高校卒業に伴う市外への転出者数は、
大学等の卒業後の転入者数を大きく上回っている状況

長
浜
市
は
・
・
・

生活を支えるサービスの提供や
地域経済活動の制約
…社会経済の自律的な成長が損なわれるおそれ

特に20～40歳代にかけての転入数を増やす等により、
若者の転出超過の状況を改善し、地域の持続可能性を高めることが必要

長浜市版総合戦略の策定方針

これまで進めてきた地方創生の取組に加え、
デジタル技術の活用によって、地域の個性を
生かしながら社会課題解決や魅力向上を図る
取組を検討するとともに、国総合戦略が示す
施策の方向（①地方に仕事をつくる、②人の
流れをつくる、③結婚・出産・子育ての希望
をかなえる、④魅力的な地域をつくる）をふ
まえ、各分野別計画との連携をとりながら、
重点的に取り組む施策の具体化を図る。

長浜市総合計画第３期基本計画の重点
プロジェクトにおいて、地域が目指す
べきビジョンとして「長浜に暮らす若
者が、現在も、将来も魅力を感じられ
るまちを創る」考え方や方向性を定め
ており、国総合戦略と同様の方向性を
示していることから、市総合戦略は重
点プロジェクトと連動をさせながら策
定を進める。

市総合戦略に施策等を定めるこ
とで、地域再生法に基づく国の
支援措置の活用等が可能となる
ことから、市総合戦略には、計
画期間中に実現の可能性がある
施策を広く掲載することとし、
施策の推進に必要な支援が受け
られるよう進める。

6
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■（仮称）デジタル田園都市国家構想の実現に向けた 長浜市まち・ひと・しごと創生総合戦略 策定スケジュール（案）

令和5年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①着手説明 ②経過報告 ③パブコメ前報告 ④最終案報告

パ ブ リ ッ ク
コ メ ン ト

長 浜 市
未来創造会議

市民意識調査

①着手説明 ②経過報告 ③パブコメ前報告 ④最終案報告

　※市民参画については、別途タウンミーティングの開催や各分野別計画の関係者会議等との連携を検討します。

市 議 会

策 定 フ ロ ー

ホ ー ム ペ ー ジ

市
民
参
画

庁 議

現状分析

課題整理
素案作成 素

案
案作成 案

パブリック

コメント

最終案

調整

6/
23 ③

調査

実施

随 時 更 新

庁内

照会

庁内

照会

策

定

8
/
3

10月

中旬

総合戦略以外の案件開催予定

総合戦略の目標＆基本的

方向について

具体的な施策等の

設定について

長浜市版総合戦略のパ

ブコメ案について
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長浜市版総合戦略に係る各目標と基本的方向（素案）

①多様で柔軟な「働き方の創造」【目標】

【基本的方向】

○魅力ある産業の振興
○起業の促進や新たな雇用を創出
○職住一体・職住近接の促進
○UIJターン等新たな人流を創出

○「しごと」「ひと」の好循環
○持続可能な「まち」の活性化

「発展するまち」を創造

○本市を中心とした広域連携、経済圏構想の着手
○子育て中の女性やアクティブシニアの活躍促進
○リモートワーカーや副業・兼業人材等の活躍促進

個人の状況に応じた多様な働き方を実現

②長浜に人を呼び込む「活躍の場創出」【目標】

【基本的方向】

○「観光商業都市」の強み
○数多くの地域資源の活用

○国内外から人を呼び込み、
「まち」の賑わいを創出

○市民と来街者がともに
地域で活躍できる場を創出

○「関係人口」の創出・拡大

○地域おこし協力隊
○民間企業、国の人材派遣制度を活用
○若者の声を取り入れる交流機会創出

地域課題の解決や
将来的な移住に向けた裾野拡大

○他地域の人材との協働促進
○地域情報の発信者創出・育成

都市ブランドの
創出・強化

○大学や高校との連携強化
○魅力的な学びの場の創出
○産官学の連携による産業や雇用の創出
○地域を支える人材の育成

8
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長浜市版総合戦略に係る各目標と基本的方向（素案）

③子どもと若者を包括的に応援する「未来のこども育成」【目標】

【基本的方向】

○保健、保育、療育、福祉、教育、就労支援の環境を提供
○子育て関係機関やさまざまな主体の密接な連携

重層的な支援体制を充実し、包括的支援を推進

次代を担うすべての子どもや若者が、「生きる力」を
はぐくみ、心身ともに健やかに育ち、心豊かに成長で
きるようなまちの創造

○長浜で生き生きと暮らし働く、
さまざまな大人と交流する機会を創出

子どもや若者が将来に夢を持てるようにする

○個々の能力を最大限に高められる
教育環境の充実を図る

④それぞれの地域が魅力を高め合う「持続的なまちづくり」【目標】

【基本的方向】

○地域資源や市民力を生かした魅力ある地域づくり
○質の高い教育機会の創出
○循環型社会の構築
○産官学が集積する都市基盤整備

地域のポテンシャルを高める取組を推進

将来も安心して暮らせる地域を創造

○地域福祉の向上
○交通環境整備
○医療サービスの環境整備・連携強化

9



長浜市の人口動態等について
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年間約1,000の減少

出典：長浜市住民基本台帳、長浜市人口ビジョン
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出典：長浜市住民基本台帳
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出典：長浜市住民基本台帳
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出典：長浜市住民基本台帳
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北陸３県（+24人）
転入743人＜転出719人

東海３県（▲459人）
転入2,077人＜転出2,536人

１都３県（▲516人）
転入1,271人＜転出1,787人

京阪神（▲197人）
転入3,410人＜転出3,607人

米原市（+274人）
転入1,815人＞転出1,541人

湖東地域（▲576人）
転入1,553人＜転出2,129人

甲賀地域（▲109人）
転入292人＜転出401人

東近江地域（▲281人）
転入663人＜転出944人

南部地域（▲322人）
転入783人＜転出1,105人

大津地域（▲133人）
転入525人＜転出658人

高島地域（＋37人）
転入217人＞転出180人

転入・転出の状況（2017.4-2023.4）
転入数： 15,787人 （県外9,939人、県内5,848人）

転出数： 17,945人 （県外10,987人、県内6,958人）

増 減：▲2,158人 （県外▲1,048人、県内▲1,110人）

※海外の転入出・転入元未記入を除く

県外への転出・転入 県内への転出・転入

出典：長浜市住民基本台帳
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旧 伊香郡

旧 東浅井郡

旧 長浜市

1,695人

277人

320人

901人

1,555人

504人

市内移動（転居）状況
（2017.4-2022.4）

旧市町名 転居後（人） 転居前（人） 増減（人）

長浜市 2,596 2059 537

浅井町 949 988 ▲ 39

びわ町 300 329 ▲ 29

虎姫町 402 388 14

湖北町 473 516 ▲ 43

高月町 651 610 41

木之本町 277 550 ▲ 273

余呉町 83 209 ▲ 126

西浅井町 120 202 ▲ 82

合計 5,851

出典：長浜市住民基本台帳
16
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年齢階級別純移動数の分析
合計 / 1980年→1985年（人） 合計 / 1985年→1990年（人） 合計 / 1990年→1995年（人） 合計 / 1995年→2000年（人）

合計 / 2000年→2005年（人） 合計 / 2005年→2010年（人） 合計 / 2010年→2015年（人） 合計 / 2016年→2020年（人）

出典：総務省「国勢調査」、厚生労働省「都道府県別生命表」に基づきまち・ひと・しごと創生本部作成
2016-2020の数値は、長浜市住民基本台帳に基づき長浜市作成。（まちひとしごと創生本部の数値を参考に独自集計したものであるため、参考資料として取り扱う。）

大学等への進学、就職
⇒若者の将来を考え応援

若者から選ばれていない現状
⇒定住場所を決めるライフステージが
多く存在するため、アプローチが必要
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 長浜市では、市が行っている様々な取組について市民の皆さまに「満足度」や「重要度」をおたず

ねするとともに、社会が変わっていく中で、長浜市がこれから進むべき方向についてのお考えをお聞

きし、今後の取組を考える上での基礎とすることを目的に、市民意識調査を実施しております。 

 令和５年度は、調査項目として「長浜市の住みやすさ」と「今後進めていくべき取組」、及び「市が

行っている 58 施策の満足度と重要度」、「市からの情報発信」、「選挙における投票場所」、「スポーツ

について」について 18 歳以上の市内居住者 4,000 人を対象に調査しました。 

今回、調査結果（5 月 31 日時点速報値）をまとめた報告書を以下のとおりお示しします。 

 

■調査の概要 

・調査対象：市内に居住する 18 歳以上の方 4,000 人 

・抽出方法：住民基本台帳から各地域の人口割合に応じて無作為抽出 

・調査方法：郵送によるアンケートの配布、郵送またはインターネットでの回収 

・調査時期：令和５年４月２１日～５月１０日 

・回収結果：有効回収数 1,300 件（回収率 32.5％）内、インターネット回答 240 件 

・回答者属性：男性 43.0％ 女性 55.0％ 答えたくない 1.2％ 不明・無回答 0.8％ 
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調査結果のポイント 

調査項目① 

住みやすさ 
長浜市の住みやすさについて、住み心地がよいと思う人は約 9 割でした 

・ 長浜市の「住み心地」について、よいと思う(「とてもよいと思う」と「よいと思う」の合計)と回

答した人は約９割(90.6%)となり、昨年度よりは減少したものの高い水準を維持しています。また、

長浜市での居住継続希望の有無について、「住み続けたい」(「住み続けたい」と「どちらかといえ

ば住み続けたい」の合計)と回答した人も約９割(87.0％)となりました。 

● 長浜市の「住み心地」についてどう思いますか 
 
● 長浜市にこれからも住み続けたいと思いますか 

 令和４年度 令和５年度 
 

 令和４年度 令和５年度 

とてもよいと思う 8.8% 12.6% 
 
住み続けたい 43.0% 45.1% 

よいと思う 79.6% 78.0% 
 
どちらかといえば住み続けたい 44.0% 41.9% 

悪いと思う 10.8% 9.0% 
 
県内の他市町に転居したい 7.0% 5.4% 

とても悪いと思う 0.8% 0.4% 
 
県外に転居したい 7.0% 7.6% 

よいと思う
(計） 

「とてもよいと思

う」「よいと思

う」の合計 

88.4% 90.6% 
 
住み続けたい（計） 87.0% 87.0% 

悪いと思う
(計） 

「悪いと思う」

「とても悪いと思

う」の合計 

11.6% 9.4% 
 
転居したい（計） 11.4% 13.0% 

令和４年度調査結果(N=961)    令和５年度調査結果(N=1,300) 

※速報値  

令和４年度調査結果(N=961)     令和５年度調査結果(N=1,300) 

※速報値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住み心地が「よいと思う」と答えた方の 

選んだ理由 

年齢階層別 

塗りつぶし部分は 

各年齢の 

上位４項目 

１位 

２位 

３位 

４位 

住み慣れ
ていて愛
着がある
から

家や土地
を持って
いるから

家族や友
人がいる
から

買い物や
飲食な
ど、日常
生活が便
利だから

緑や自然
が豊かだ
から

近所付き
合いなど
の人間関
係がよい
から

交通事
故、犯罪
などが少
ないから

通勤、通
学に便利
だから

医療や福
祉のサー
ビスが充
実してい
るから

働く環境
が整って
いるから

子育て支
援が充実
している
から

文化や福
祉のサー
ビスが充
実してい
るから

活気があ
り、将来
の発展を
感じるか
ら

その他

18～24歳 32.8 6.9 23.3 5.2 12.9 2.6 6.9 4.3 0.9 1.7 0.9 0.0 1.7 0.0

25～29歳 26.1 14.6 19.2 11.5 8.0 2.3 2.7 5.0 1.5 4.6 1.5 0.8 1.9 0.4

30～34歳 25.3 20.4 19.1 8.9 8.2 2.3 3.6 4.6 1.3 1.6 3.3 0.3 0.0 1.0

35～39歳 20.0 22.6 17.7 9.4 7.4 2.9 4.2 5.8 0.6 2.3 4.5 0.6 0.6 1.3

40～44歳 24.8 24.8 13.1 5.2 13.1 4.6 2.0 4.6 0.0 2.0 3.9 0.7 0.0 1.3

45～49歳 26.8 21.4 14.9 9.5 8.3 2.4 2.4 4.8 1.2 3.0 0.6 1.8 0.6 2.4

50～54歳 27.8 23.8 18.5 5.3 7.9 4.6 4.0 3.3 1.3 2.6 0.7 0.0 0.0 0.0

55～59歳 31.8 23.5 12.0 7.4 9.7 4.1 2.3 6.5 0.9 0.5 0.0 0.5 0.5 0.5

60～64歳 29.4 29.4 8.7 11.7 7.4 4.3 3.5 2.6 1.3 0.4 0.4 0.9 0.0 0.0

65～69歳 27.6 25.8 8.4 13.5 9.3 5.4 3.6 0.6 2.1 1.2 0.6 0.6 0.3 0.9

70～74歳 27.7 22.0 10.7 13.1 11.3 7.9 3.0 0.3 3.4 0.0 0.3 0.0 0.3 0.0

75歳以上 28.7 21.2 9.4 10.1 10.1 9.8 4.9 0.3 3.6 0.3 0.3 0.0 0.3 1.0

年
齢
別
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調査項目② 

デジタル化について 

デジタル技術の活用で最も向上を期待されている分野は「地域医療」で

あり、２番目に期待されている分野は「教育」でした。 

・ デジタル技術の活用により、特にどの分野が向上することを期待するか聞いたところ、最も意見

が多かったのは「地域医療」（12.7％）となり、次に多かったのは「教育」（11.3％）となりました。

他の意見は全て 10.0％以下となり、全体的に意見が割れました。 

住み心地が「悪いと思う」と答えた方の選んだ理由 

 

年齢階層別 

塗りつぶし部分は 

各年齢の 

上位４項目 

１位 

２位 

３位 

４位 

交通の便
が悪いか
ら

買い物や
飲食な
ど、日常
生活が不
便だから

風習やし
きたりな
ど、土地
柄になじ
めないか
ら

文化・ス
ポーツ施
設など、
余暇活動
の場が充
実してい
ないから

希望する
職場や仕
事がない
から

医療・福
祉が充実
していな
いから

通勤・通
学に不便
だから

市外に家
族がいる
から

子育て環
境が充実
していな
いから

教育環境
が充実し
ていいな
いから

家賃・土
地代が高
いから

その他

18～24歳 26 15 11 2 17 0 11 4 2 4 0 9

25～29歳 22 14 3 6 19 8 3 8 5 5 2 8

30～34歳 18 16 10 20 8 8 2 4 6 8 0 2

35～39歳 14 14 12 10 5 12 7 2 12 2 2 7

40～44歳 17 19 8 8 8 14 6 3 8 3 0 6

45～49歳 20 11 26 3 0 6 6 6 0 3 0 20

50～54歳 23 9 27 5 0 9 9 5 0 5 0 9

55～59歳 29 10 19 7 7 7 7 3 7 0 3 3

60～64歳 27 15 15 9 6 6 3 9 0 3 3 6

65～69歳 32 9 23 14 0 9 0 5 0 0 5 5

70～74歳 21 17 13 17 4 8 4 4 4 0 0 8

75歳以上 33 19 5 10 0 5 10 5 0 5 0 10

年

齢

別
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・ 「地域医療」のデジタル活用の形としては、“診療予約のオンライン化”“オンラインでの診療、薬

の処方・健康相談”という意見が多く見られました。 

・ 一方、デジタル技術が広がり、当たり前になっていくことに対しては約半数（46.2％）が「不安に

感じる」と回答され、高齢になるにつれて「不安に感じる」割合は高くなっていく傾向が見られま

した。 

・ 「不安に感じる」理由としては、“技術についていけない、取り残される”“個人情報の漏洩”“人

とのつながりが希薄化してしまう”という意見が多く見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢階層別 

デジタル技術の活用で向上を期待する分野 

デジタル技術の広がりに不安を感じるかどうか 
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調査項目③ 

市政の満足度と重要度 

58 の施策のうち、満足度で最も高いのは「伝統・歴史・文化の

継承」、重要度では「防犯対策」でした 

■満足度 

・ 施策への満足度では、昨年度から 0.11 ポイント上がり「伝統・歴史・文化の継承」が 1 位となりました。 

・ 上位 3 施策は順位の変化こそあるものの、昨年度と同じ施策でした。4 位の「母子保健と子どもの医療サービス」

は昨年度 9 位からの順位上昇となり、5 位の「人権を尊重する社会づくり」は昨年度 6 位からの順位上昇となり

ました。また、昨年度 4 位だった「交通安全対策」については、0.05 ポイント下がり 11 位となりました。 

・ 昨年度と比べて順位の“上昇”が最も大きかったのは「地域が持つ魅力の発信と観光振興」（昨年度 33 位→19

位）となりました。一方、順位の“下降”が最も大きかったのは、「子育てにかかる経済的な負担の軽減」（昨年

度 41 位→52 位）と「高齢者への介護や福祉のサービス」（昨年度 13 位→24 位）となりました。 

■重要度 

・ 施策への重要度では、「防犯対策」（昨年度同率 1 位）が 0.09 ポイント上がり 1 位となりました。推測されるこ

ととして、全国各地で強盗事件が多発していることから意識が高まったものと考えられます。 

・ 1～5 位については、順位の違いはありますが昨年度と同じ施策が上位を占める結果となりました。 

・ 昨年度と比べて順位の“上昇”が最も大きかったのは「小学校（義務教育学校）に入学するまでの教育の推進」

（昨年度 40 位→23 位）となりました。一方、順位の“下降”が最も大きかったのは、「地球温暖化対策」（昨年

度 22 位→36 位）となりました。 

順位 満足度の上位 5 施策（5 段階評価）  順位 重要度の上位 5 施策（5 段階評価） 

1 位 伝統・歴史・文化の継承 
3.47  

1 位 防犯対策 
4.48  

3.36  4.39(1) 

2 位 
健診などを通じた個人の健康づく

りの推進 

3.36  
2 位 災害などに対する危機管理の体制 

4.46 

3.36  4.39(1) 

3 位 美しい景観の保全と創出 
3.33  

3 位 交通安全対策 
4.43 

3.25  4.39(1) 

4 位 母子保健と子どもの医療サービス 
3.31  

4 位 地域医療体制の充実 
4.36 

3.13  4.29(4) 

5 位 人権を尊重する社会づくり 
3.27  

4 位 地域による防災対策へのサポート 
4.36 

3.19  4.24(5) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査を行った 58 施策について長浜市総合計画

に掲げる6政策毎に満足度と重要度を平均したと

ころ、全般的に満足度・重要度ともに上昇してい

ることがわかります。 

「安心・安全」と「健康・福祉」は、「満足度」

と「重要度」がともに平均値を上回っています。

一方、「産業・交流」はいずれも平均値を下回って

おります。 

令和 2 年度と比較してみると、「満足度」につ

いては、令和 4 年度で下降した数値が令和 5 年度

で回復している傾向が見られます。 
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重点的に改善の
必要がある項目

引き続き重点化の必
要がある項目

要観察・検討項目 現状維持項目

５８施策の満足度と重要度 分布図
平均満足度平均重要度ニーズ得点

6-7 鉄道やバスの利便性 2.25 4.27 16.01

6-9 市内北部地域の活性化 2.32 4.14 15.24

3-6 子育てにかかる経済的な負担の軽減 2.80 4.31 13.79

4-5 雇用や就労する機会の拡充 2.78 4.23 13.62

4-6 企業の誘致 2.63 4.04 13.61

6-3 ごみの減量と不法投棄対策 2.86 4.22 13.25

5-3 災害などに対する危機管理の体制 3.07 4.46 13.07

3-15 地域医療体制の充実 3.02 4.36 12.99

5-1 防犯対策 3.13 4.48 12.86

5-4 地域による防災対策へのサポート 3.06 4.36 12.82

4-4 鳥獣害の対策 2.73 3.91 12.79

4-2 農業を持続させていくためのサポート 2.86 4.07 12.78

3-2 子どもを育てる環境や保育機能の充実 3.06 4.34 12.76

3-3 子どもが遊んだり、体験する機会づくり 3.03 4.26 12.65

4-7 地域の資源を活かした産業の育成 2.84 3.99 12.61

3-14 福祉を担う人材や団体の育成 2.91 4.07 12.58

4-3 森林の整備と林業の活性化 2.81 3.93 12.54

5-2 交通安全対策 3.17 4.43 12.54

6-1 地球温暖化対策 2.84 3.96 12.51

6-11 ICT（情報通信技術）を活用した情報サービスの提供 2.82 3.93 12.5

6-10 道路・橋・下水道などの整備 3.04 4.22 12.49

2-5 子育てや教育について相談する体制 3.02 4.17 12.43

3-4 結婚支援 2.69 3.75 12.41

6-2 再生可能エネルギーの利活用 2.91 4.01 12.39

3-9 しょうがい福祉の充実 2.96 4.07 12.37

3-11 経済的に困っている人への自立支援 2.87 3.95 12.36

3-10 国民健康保険の安定した運営 3.05 4.18 12.33

3-1 家庭や地域が連携した子育て体制づくり 3.06 4.18 12.29

3-8 高齢者への介護や福祉のサービス 3.06 4.13 12.14

6-4 自然環境の保全と公害の未然防止 3.08 4.14 12.09

6-8 中心市街地の活性化 2.90 3.89 12.06

4-1 企業や地場産業への支援 2.99 3.97 11.95

2-2 学校での教育環境の充実 3.24 4.32 11.92

6-6 移住や定住につながる居住環境の整備づくり 2.97 3.92 11.88

2-6 小学校（義務教育学校）に入学するまでの教育の推進 3.11 4.08 11.79

2-1 家庭での教育環境の充実 3.15 4.09 11.66

2-10 青少年が地域の活動に参加する機会 2.94 3.81 11.66

2-3 地域と学校が連携した教育環境づくり 3.18 4.13 11.65

3-13 健康を支え守るための環境整備 3.13 4.03 11.57

4-11 市内で宿泊や滞在をする観光の推進 2.94 3.78 11.57

2-4 大学との連携によるまちづくり 2.81 3.62 11.55

2-7 生涯を通じて学習する機会づくり 3.04 3.90 11.54

3-5 母子保健と子どもの医療サービス 3.31 4.29 11.54

1-6 市民が市政へ参加する機会づくり 2.94 3.74 11.44

4-12 地域が持つ魅力の発信と観光振興 3.08 3.91 11.42

6-5 緑の確保と公園の整備 3.21 4.08 11.38

2-8 文化芸術に触れる機会 3.07 3.82 11.19

2-9 スポーツ活動の推進 3.10 3.85 11.17

3-7 高齢者の社会参加 3.02 3.74 11.15

4-10 移住者を受け入れる環境づくり 3.07 3.76 11.02

4-9 美しい景観の保全と創出 3.33 4.07 10.87

1-2 女性も男性も共に参加する社会づくり 3.21 3.87 10.8

1-1 人権を尊重する社会づくり 3.27 3.92 10.7

3-12 健診などを通じた個人の健康づくりの推進 3.36 4.05 10.69

1-3 多様な文化が共生する社会づくりと人や文化を通じた国際交流3.16 3.69 10.48

1-5 自治会の維持や地域の見守り活動 3.25 3.79 10.42

1-4 市民組織や団体などの活動へのサポート 3.14 3.60 10.3

4-8 伝統・歴史・文化の継承 3.47 3.98 10.07

施策番号および施策名
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